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◆参加報告　１　
　-仮想現実とテレイグジスタンスの将来像 -

高橋琢理
（東京医科歯科大学）

　4日の午前中にはフランス INRIAのコキラート教授に

よる招待講演とハプティック（力覚提示）デバイスに関

する報告が行われた．午後には仮想空間構築や足跡をイ

ンタラクティブに追跡する装置などの研究に関する報告，

それから没入型ディスプレイ等に関する報告が行われた．

　また，東京大学の舘教授，ブラウン大学のヴァンダム

教授，ノースカロライナ大のフックス教授，イリノイ大

学のデファンティ教授らによるパネルセッションが行わ

れた．人工現実感およびテレイグジスタンスに関する研

究のこれまで，現在の状況，そして今後の研究の進展に

ついて討論が行われた．聴講者の意見・質問もかなり出

て，非常に活発な討論であった．

　翌 5日の午前中は画像の構築に関する研究報告がなさ

れた．午後は人工空間内における人的要因に関する研究

報告が行われた．また，各報告のデモンストレーション

およびポスターセッションが行われた．

　最終日 6日は午前中，ロンドン大のスレーター教授に

よる人工現実空間内の出来事が人に与える影響に関して

の招待講演が行われた．その後，人工現実感・テレイグ

ジスタンスの応用に関する研究報告が行われた．

　以上のいずれのセッションにおいても活発な意見交換

や質問があった．

　会議は 6日午前中で閉会したが，午後には東京大学内

の研究室見学が開催された．

　原島・苗村研究室では手の動きに反応可能な透明球形

画像投影装置，廣瀬・広田研究室では没入型立体視ディ

スプレイ装置による仮想都市空間とビデオアバタ，佐賀

山・篠田研究室では文字認識システムや音声対話システ

ム，石川・橋本研究室では高速視覚による多指ロボット

アームの高速把握，中村・岡田研究室ではモーションキャ

プチャシステムを用いた人体の運動解析システム，光石・

割澤研究室ではマスタ・スレーブ方式による遠隔手術マ

ニピュレータ，舘・川上研究室では電気触覚ディスプレイ，

全周囲立体画像投影ディスプレイ，人形型ロボットによ

る双方向コミュニケーション装置などが紹介された．

　多くの装置・研究室を一度に見学するため時間は限ら

れていた．しかし参加者は各研究室で実際に動作する装

置を見ること，時には実際に操作することができた．ま

たラボの方と直接質問および討論を行うことができ，充

実した内容の研究室見学が行われた．

◆参加報告　２　
鄭 承珠
（東京工業大学）

　今回の ICAT2002は私にとって 3回目の ICATになる．

特に ,今回は筆頭著者ではないが，自分の名前が載って

いる論文の発表もあって , 期待と同時に緊張感があった．

　しかし，今回で一番残念だったのは肝心の論文セッ

ションであった．国際会議でありながら，発表論文の

ほぼ過半数が日本の国内大学から投稿された論文である

上，活発な討議が行われなかったからである．

　6日は招待講演：「Real People Interacting with Virtually 

Real People: Some Experiment」日本をはじめ東洋圏では

文化的な温度差がある､見慣れないセラピー分野で､「大

衆恐怖症や偏執症の精神治療」の道具として VR技術を

利用した幾つかの試しや実験に関する内容であった．ア

メリカでは，演劇を使う心理療法としてドラマセラピー

がよく使われていて，そこには現実さと自分や代理役の

没入感が効果の重要なポイントになるわけだ．しかし，

発表で示されたように，完全なリアルではないアバタを

利用して Negative/Positiveの態度変化や Neutral立場を

提示するだけではリアリティが落ちるので，本当の効果

を出せるかと疑問があった．

　本会議で最優秀論文に選ばれたのは，Gerard J. Kimの

「Mixing 3D Polygons and Relief Textures for Virtual Objects」 で
ポスターセッションの様子


